
遊び場が作る笑顔とコミュニティ ～つながりの和～

地域課題の解決策発表

チーム つなガール：北林 彩乃／ 瀬川 美代子 ／ 吉澤 莉沙

親子の遊び場が少ない

原因として、遊び場の必要性が社会に届きづらいこと

と、遊び場を企画したい思いはあるが、協力者不足で

実現できないことから、結果、町外に遊びに行く人が

多くなっている。

課

題

交流の場をみんなで作る

いつ・冬の期間

場所・保健センター

対象・町内外問わず誰でも参加OK

参加費・検討中 (持続できるよう参加費をいただきたい)

予算・5000円～10000円

協力者・老人クラブ、学生ボランティア

周知方法・広報、回覧、SNS、学校・保育園チラシ

参加予想人数・50人

解
決
策
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出席者の声

＊地域の方が自分事として考えることが地域を変える大きな第一歩だと思います。

＊地域のコミュニティは必要だと思いますので、ぜひ頑張っていただきたいです。

＊できる所から長く継続していくことで、地域の中に溶け込んで、次の活動につながっていけるのではな

いかと思いました。

効

果

①

①親子の笑顔が増える

②地域のつながりができる

③町のつかっていない施設が活用される機会となる
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